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（3）NPC / N 比の検証 
   NPC / N 比はタンパク質の効率的な利用を目的に、タンパク質と非タンパク質エネ 













   平成 28、29、30 年度の基礎調査を踏襲し、サンプル数確保の窒素出納の検証を行な
う。本研究は、第 22 回日本病態栄養学会年次学術集会（於 横浜 パシフィコ横浜）に
おいて、「一般演題」で発表した。 
 



































運動歴がある学生は小学校時期で 46 人（40.4％）、中学校時期で 78 人（67.8％）、高校






















み食事回数が 1 日 3 回の学生の方（上位群 62.3％）が、1 日 2 回以下の学生（上位群
38.4％）より骨密度が高いという有意な結果が得られた。このことから、骨密度獲得期で
ある思春期（12～17 歳）に朝食を抜いたり、過度なダイエットにより食事を減らしたり
して、栄養の摂取回数や量を減らすと骨量獲得に悪影響を与えると考えられる。また、食
事の品目とその摂取状況ついてと、骨密度との関連について 12 品目の調査を行った。有
意な関連が見られたのは、乳製品と卵だった。今回の調査で、一般的に骨量獲得に良いと
されている海藻類・魚介類において有意な差は出なかったが、食品の選択や食事の適量の
摂取など、指導をしっかり行うことは大切であると考える。  
 
（４）骨密度に対する意識  
「骨密度が将来どのような影響を与えるか知っていますか」という質問に対して、よく
知っていると回答した学生は 15.3%、なんとなく知っていると回答した学生は 64.9%、あ
まり知らないと回答した学生は 16.2%、まったく知らないと回答した学生は 4%だった。ま
た「骨密度を上げるために意識して行っていることはありますか」という質問に対して、
ほとんどの学生が“特に意識して行っていることはない”と回答したが、少数の学生が、
乳製品や牛乳を摂取するように心掛けている“、”なるべく階段を使う“、などと回答した
ものの、食事に関して意識している学生（27 人）より、運動に関して意識して行っている
学生（14 人）の方が少ない傾向があった。しかし、本調査では、骨量獲得に運動歴が大き
く関係することが分かったため、運動習慣への指導を重視する必要があると判断される。 
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